
業平１

吾妻橋３

業平橋駅

アサヒビール

業平橋

FamilyMart

吾妻橋交番前

区役所前

319

吾妻橋２
吾妻橋３ スカイツリーから

京成押上駅375m 5分 ➡

雷門

伝法院

浅草寺

諏訪神社

みずほ
三菱東京

花月

柳橋

柳橋２

須賀橋交番前

蔵前１

315 蔵前１

なか卯

462

蔵前２

蔵前３

駅前

駒形１

駅前

駒形２

駒形橋

駒形橋西詰

駒形橋

雷門

新仲通り入口

吾妻橋

花川戸１

浅
草
雷
門

浅草松屋前

浅草駅前

浅草２

蔵前１浅草橋３

蔵前２

蔵前３

駒形１

駒形２

雷門２

463
浅草駅

蔵前署

稲荷神社

ニューライフ

蔵前２

シティハイツ銀座サクラヤ

JFEビル

みずほ

町
田
ビ
ル

東
京
厚
生

住
友
不
動
産
ビ
ル

東
横
イ
ン

武蔵野

フジックス

モリト

りそな
チサン

バンダイ

三菱UFJ

ライオンズ
北陸

マツモトキヨシ
三河屋

旅館雷門

浅草１

浅草指月

森田ビル
浅草

蔵前橋通り

東京都

台東区

諏訪神社

須賀神社
牛頭天王社

伝法院

五重塔

雷門

駒形どぜう

墨田区役所

アサヒビール
吾妻橋ホール

アネックス 461

リバーピア吾妻橋前

吾妻橋１

リバーサイドホール

浅草駅

二天門前

第六天榊神社

浅草文庫跡

浅草天文台跡

浄念寺

西福寺

法林寺

鳥越神社

鳥越２

蔵前神社

寿４

花川戸

鳥越橋跡

龍寶寺

御厩河岸跡

榧(かや)寺

蔵前閻魔堂

㉑駒形堂
「駒形町の河岸にあり。往古（むか
し）は此所に浅草寺の総門ありしとい
ふ。…本尊は馬頭観音なり。…祈願あ
る者、賽（かえりもうし）にはかなら
ず駒の形を作り物にして堂内に奉納
す。故に駒形堂と唱へ、地名もまたこ
れに因っておこる。」（江戸名所図
会）駒形堂は昔、橋の西詰南側にあっ
た。駒の形を作って納めたので駒形堂
と呼ばれている。魚介殺生禁断の地
『これより川上にて漁をすることを禁
ず』という殺生を禁じた。

⑬御厩河岸跡
厩橋から100mほど南に『御厩の渡し』
ががあり、対岸から遊びに来る人が多
かった。御厩の渡しが廃止になり厩橋
が架けられた。「オ厩カシ渡シ場」
（切絵図）名前の由来は、江戸の初め
ころ現在の墨田区本所に幕府の御厩が
あった。

厩橋

⑤首尾の松
御蔵四番堀と五番堀
の間にあり見事な枝で
隅田川を行き来する船
の目印となっていた。
名前の由来は諸説があ
るが、吉原帰りの客が
首尾（遊びの結果）を
語り合った場所がこの
あたりだったという。

①浅草一里塚

⑯龍寶寺
川柳の祖初代「柄井川柳（からいせん
りゅう）」の墓がある。俳句から狂句
を独立させ、ついに無季の狂句は彼の
名をとって川柳と呼ばれるようになっ
たのである。「木枯や跡て芽をふけ川
柳（かわやなぎ）」の句碑がある。別
名『川柳寺』と呼ばれている。

⑫浄念寺
幕府の御書院番を勤め、文
政9年（1826）幕令によって江
戸の地誌『御府内風土記稿』
を編纂をた三島政行の墓があ
る。「新編武蔵風土記稿」、
「新編相模風土記稿」にも従
事している。
横綱千代の山の墓がある。

靴、人形、おもち
ゃ、商店の飾り付
け用品のお店が多
い。

③浅草文庫（あさくさぶんこ）
徳川幕府の学問所と将軍の紅葉山文
庫の書籍を蔵書とした、明治時代初期
に東京に開設された明治期の一種の公
立図書館。
明治政府は旧幕府から接収した書籍
類を太政官や各大学へ分割して引き継
いだが、文部省博物館（本省機構かつ
展示施設、現東京国立博物館）はこれ
らを1ヶ所にまとめて公衆の閲覧に供す
ることとし、明治5年（1872年）に日本
最初の近代的公立図書館として「書籍
館（しょじゃくかん、図書館の古称）
を湯島聖堂（大成殿）に開設した。
八番堀跡に図書館があったが、今、榊
神社に「浅草文庫跡の碑」がある。

蔵前

㉗東京スカイツリー
全高（尖塔高）634mは日光東照宮五重の塔より少し
下の位置にあたる、軒高（塔本体の屋上の高さ）497m
は自立式鉄塔としてはキエフテレビタワーの385mを上
回る世界第1位。現存する電波塔としてはKVLY-TV塔の
628.8mを上回る世界第1位。2011年11月17日に世界一
高いタワーとしてギネス世界記録の認定を受けた。人
工の建造物としてはブルジュ・ハリーファの828mに次
ぐ世界第2位となる。

2
東京都台東区

日本橋～千住宿

（ 歩行距離 2172ｍ 26分 ）

http://nikko-kaido.jp/
JZE00512@nifty.ne.jp

歩く地図でたどる日光街道

浅草橋 ～ 浅 草

日本橋から最初の一里
塚。痕跡なし。所在不明。
①「増補行程記」には、
「塚なし１里塚・花川戸と
聖天町の間・此処一里塚有
と記候・併塚は相見得不申
候」とあり、花川戸近辺に
塚があったという。②天保
15年(1844年)の「日光道中
宿村大概帳」の｢浅草茶屋
町三番地に至りて日本橋よ
り一里、此に第一の標木を
建つ」が根拠で、茶屋町が
現観光センター付近が塚の
跡地だという説とがある。
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吾妻橋前

本所吾妻橋

東京都

墨田区

浅草一里塚1

⑥御米蔵（浅草御蔵）
浅草御蔵は元和6年（1620）に鳥越神社にあった丘を切り崩し、隅
田川を埋め立てなどして造られた。天領他から集めた米を収蔵するた
めのもので、東を隅田川、他の南北西の三方を堀で囲み、67棟の蔵が
あった。この蔵の米が旗本・御家人たちにとっての扶持米すなわち今
でいう給料となり、これを管理出納する勘定奉行配下の蔵奉行をはじ
め大勢の役人が敷地内や近隣に役宅を与えられ住んでいた。享保年間
（1716～36年）に竹橋、北の丸、和田倉、代官山、鉄砲州、本所にあ
った米倉もここに集められた。隅田川の西岸、神田川北側の一画に、
南は現在の浅草柳橋2丁目より、北は浅草蔵前3丁目にかけて位置して
いました。敷地は、弘化年間（1844～48）がもっとも広く、およそ3
万6000坪で、南北が580m、東西が広いところで830m、狭いところで
230mあり、東京ドームが2つ楽に入る広さです。

蔵前工業高校

区役所前

墨田区役所入口

駒形堂
浅草観音戒殺碑

駒形橋東詰

⑨鳥越神社
白雉2年（651）、日本大和武尊を祀って白鳥神
社と称したのに始まるとされ、小高い丘に建って
いた。前九年の役（1051）の際、源義家がこの地
を訪れ鳥越大明神と改めたと伝えられる。「この
辺の産土神（うぶすながみ）とす」（江戸名所図
会）「昔時は社寺極めて広く、今の森田町、旅籠
町辺より三味線堀に及び三味線堀は実に之が御手
洗なりしと伝ふ」（東京案内）鳥越神社の丘は浅
草御蔵を造るさい、切り崩された。

㉔雷門
平安時代天慶5年（942年）に平公雅に
よって駒形付近に創建された。高さ3.9m
の提灯や「金龍山」額がある。

㉕仲見世
徳川家康が江戸幕府を開いてから始まり、最も古い商店街の一
つといわれています。 「二十軒茶屋は歌仙茶屋ともいへり。
昔はこの所の茶店には御福の茶まいれとて、参詣の人を呼びた
るとぞ。今はその家のかず二十余軒ある故に、俗是をよんで二
十軒茶屋といひならわせり。」 二十軒茶屋は、浅草寺境内
（現在の仲店の中程）にあった茶屋の総称で、20軒並んでいた
からの名といいます。寛文（1661－73）以前からあったといわ
れ、もとは36軒の茶店があったので、三十六歌仙にちなんで歌
仙茶屋と呼ばれ、享保初め頃（1716年頃）20軒になり、天保以
降は10軒になりましたが、名称は二十軒茶屋のまま明治18年ま
で続いたそうです。

㉚宝蔵門
平安時代天慶5年（942）に武蔵守に補
任された平公雅から祈願成就の御礼とし
て建立されました。

㉛二天門
東照宮（後に江戸城内へ遷座）の
「随身門」として本堂の東側に江戸時
代元和4年（1618年）に建立されまし
た。

⑪松平西福寺
慶長3年（1598）徳川秀忠によって開基。開山上人の了伝は戦場で
常に家康を助けたので、松平の号がある。武田信玄の女で家康の側室
となった竹姫こと良雲院の菩提寺。門を入って左に、浮世絵の勝川春
章の墓があり、寛政4年（1792）の銘がある。また、市村座座主高木
秀吉が密葬した彰義隊士132名の供養塔があり、「南無阿弥陀仏」と
刻まれている。

うなぎの前川

㉓吾妻橋
隅田川五橋のうち最後の橋が安永3年
（1774）に架けられ渡銭を徴収し大川橋と
呼ばれていたが、江戸城東方に位置するの
で東橋さらに1876年架け替えの時、吾妻橋
となった。

浅草寺

②蔵前閻魔堂
閻魔の頭を彫ったのは仏師清左衛門で、盆と正月
にレプリカから本物にすげ替えられる。（円生談）
閻魔堂の本尊は運慶作の閻魔大王で1丈6尺（約
4.8m）の大きなものであった。と伝わっていますの
で、円生の噺は作り話です。ここは、1月と7月の藪
入りの15.16日に縁日が開かれ、表通りの天王橋
（須賀橋）まで露天が並び多くの参拝者で賑わっ
た。しかし、関東大震災で運慶の閻魔大王とお堂が
焼失。杉並区に移転したが、これも大空襲で焼けた
が新しい本尊は戦災から免れ天台宗華徳院（杉並区
松ノ木3-32-11）に安置されています。
閻魔堂跡は須賀神社の裏側にその跡を残していま
す。小さな碑が玩具会館の脇に建っています。（閻
魔堂跡。浅草橋2丁目28-14玩具会館）
（ＨＰ落語の舞台を歩くより）

⑭蔵前神社
（台東区蔵前3-14-11 蔵前神社）
落語「元犬」の舞台。以前は蔵前八幡
神社といっていました。
江戸城鬼門除けとして五代将軍綱吉が
京都山城国より石清水八幡宮を勧進奉斎
したのが始まりで、昭和26年3月蔵前神
社と名を変えている。
相撲とは縁が深く、天明年間には、大
関谷風や関脇小野川が、寛政年間には大
関雷電などの名力士もここで活躍した。
天明2年（1782）2月場所7日目、安政７
年（1778）以来実に63連勝中の谷風が新
進の小野川に「渡し込み」で敗れた一番
は江戸中を騒がせた。現在の『縦番付』
は宝暦７年10月、蔵前神社で開催された
本場所から始まった。宝暦11年（1761）
10月場所より従来の勧進相撲が『勧進大
相撲』になり、その後の「全勝負付け」
も現存している。明治時代には「花相
撲」も行われた。
勧進大相撲が宝暦7年（1757）10月に
始まり文政と約70年の間に、ここで23回
行われ、両国回向院、深川八幡宮、とこ
こ石清水八幡宮が三大拠点の一つであっ
た。当時は広かったが今は狭くて人々が
集まれるだけの境内が無い。

⑧浅草天文台
渋川春海が天文方に任じられた翌貞享2年（1685
年）に牛込藁町の地に司天台を設置した。曆術・測量
・地誌編纂・洋書翻訳などを行った。元禄2年（1689
年）に本所、同14年（1701年）に神田駿河台に移転。
春海の没後、延享3年（1746年）に神田佐久間町、
明和2年（1765年）に牛込袋町に移り、天明2年（1782
年）に浅草の浅草天文台（頒暦所とも）に移った。
この時に「天文台」という呼称が初めて採用る。
高橋至時や間重富が寛政の改暦に従事したのは牛込
袋町・浅草時代であり、伊能忠敬が高橋至時の元で天
文学・測量学を学んだのも浅草天文台であった。
その後、天保13年（1842年）に渋川景佑らの尽力で
九段坂上にもう1つの天文台が設置されて天体観測に
従事した。明治2年（1869年）に天文方とともに浅草
・九段の両天文台が廃止される事になる。

㉘弁天山｢時の鐘｣
浅草寺境内から除
夜の鐘を響かせる弁
天山の｢時の鐘｣は､
元禄5年（1692）に5
代将軍徳川綱吉の命
により作られた｡鐘
の大きさは龍頭､鐘
身 あ わ せ て 総 高
2.12m口径1.16m直径
1.52m｡1945年の空襲
で戦火を浴びるが無
事に残り､鐘楼は焼
け落ちたため1950年
に再建された｡
松尾芭蕉の句｢花
の雲鐘は上野か浅草
か｣

弁天堂

宝蔵門

二天門
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首尾の松

御米蔵

④第六天榊神社
日本武尊が、景行天皇40年（110）に創
建したといい、もと第六天神社と称し、
森田町（現蔵前3丁目）にありました
が、享保4年（1719）浅草不唱小名（柳
橋1丁目）へ遷座。明治維新の廃仏毀釈
により社号を榊神社へ改称、昭和3年、
浅草文庫の跡地に移転しました。

須賀神社

⑩法林寺（高嵩谷墓）
法林寺には高嵩谷の墓があります。一蝶風の風俗画を得意とした
が、のちには、武者絵に新境地を開いた。浅草寺に現存する大絵馬
「源三位頼政鵺退治図」は、天明7年（1787）の制作で、嵩谷の代表
作のひとつ。文化元年（1804）8月、75歳で没し、当寺に葬られた。
なお、墓所は非公開である。（台東区教育委員会）

⑲うなぎの前川
創業は文化・文政期（約
200年前）。もとは川魚問屋
でしたが、初代勇右衛門が鰻
料理屋を開きました。。
大川の前に店を構えたことか
ら屋号を「前川」とした。中
州から舟で柳橋に遊び、 前
川に立ち寄って蒲焼きを食
べ、さらに水神へ廻っていま
した。
関東大震災の後、現在の場所
に移りました。

⑱駒形どぜう
創業は享和元年（1801）。
初代越後屋助七は武蔵国（現
埼玉県北葛飾郡）の出身で、
18歳の時に江戸に出て奉公し
た後、浅草駒形にめし屋を開
店。浅草寺への参詣の客で繁
盛した。
初代がどぜうなべ・どぜう
汁にをつくり、二代目助七が
くじらなべを売り出すした。
嘉永元年（1848年）に出され
た『江戸名物酒飯手引草』に
名が記されていました。「神
輿まつまのどぜう汁すゝりけ
り」浅草ッ子、久保田万太郎
の句碑がある。

⑰諏訪神社
創建年代は不詳ながら、後冷泉天皇の
御代（1045-1068）とも、承久の乱
（1221）の後とも伝えられています。江
戸時代には神社周辺の地名諏訪町の由来
ともなりました。

駒形堂

⑳殺生戒殺碑
「南は諏訪町（駒形2丁目）より北は
聖天岸（浅草7丁目）に至る十町余で殺
生を厳戒」犬公方で有名な5代将軍綱が
元禄6年（1693）に建てた。一旦、紛失
したが、昭和2年（1927）に発掘され再
建された。

浅草の地名の由来
「往古、草深い武蔵野の中で浅草の一画は茅や芝草
ばかり浅々と生い茂っていた草原だったので、京都の
深草と対比して浅草の地名が生まれたのであろう」
(明治初期発行「東京府志料」)。「武蔵野の末にて草
もおのづから浅々しき故浅草と云いしなるべし」(朝
日新聞「東京地名考」)。

雷おこしの由来
名前の由来は、「雷門」と「家を起こす」「名を起
こす」をかけたもの。江戸時代後期に、浅草雷門近く
の露天商が縁起物として売り始めたのが発祥と言わ
れ、浅草名物の土産物として知られる。さくさくとし
た食感が特徴。

coffee
time

浅草紙
後水尾天皇(1611～1629)は宮中で使
用た紙を年末に燃やしているのを見て
「無駄なこと」として漉き直しさせ
た。 「江戸千住近在の民は、漉き返
し紙を製すること毎年十万両に及ぶ」
(文政10年1827年佐藤信淵『経済要
録』)「村民戸ごと世にいう浅草紙と
いうものを漉きて生産の資とす。
…(中略)農隙に浅草紙といへる紙を漉
きて江戸にひさげり」『新編武蔵国風
土記稿』 この再生紙を千手の紙問屋
「横山家」(５参照)が集荷し浅草に集
中していた紙問屋を通して売りまし
た。 浅草紙は再生紙で「還魂紙」
「並六」と呼ばれ、用途はその品質か
ら「落とし紙」、「まぐそがみ」など
と呼ばれ、いわゆる便所紙とした。

coffee
time

㉒紙漉町跡(現在の雷門5-1)
江戸における最初の紙漉きが行わ
れた場所。延宝4年(1676)版の『江
戸絵図』には田原町1丁目の西側の
道に「カミスキ丁」と記され、貞亨
4年(1687)刊『江戸鹿子』にも「紙
すき町」 の名が見える。また、安
永2年(1773)に成立した『江戸図
説』によると、田原町のほかに橋場
・鳥越や足立区千住方面でも生産さ
れていた。

㉖東武鉄道浅草駅
隅田川のほとりに賑わう
浅草寺の門前町の玄関口。
旧浅草駅は現在の業平橋
にあり、現在の浅草駅は昭
和6年に延長され「浅草雷
門駅」として誕生。 昭和
20年に「浅草駅」に改称。

紙漉町跡

㉙金龍山浅草寺
628年網にかかった聖観音菩薩を祀った
のがはじまりで、都内最古の寺です。
近辺は禁漁区となった。江戸時代は200
近くの神仏が鎮座し、多くの参詣者が
訪れて民衆信仰の中心地として、大変
賑わっています。
【主な見どころ】
雷門、仲見世、弁天山（時の鐘・芭蕉
句碑）、伝法院、五重塔、仁王門（宝
蔵門）、六角堂本堂、随新門（二天
門）、二社権現（浅草神社）、奥山な
ど

⑮榧寺（正覚寺）
天正年間（1573～1593）、寺を訪ねた
山伏が住職に碁で勝ち、境内の榧（か
や）の実をもらったら、その後実はなら
なくなった。再び山伏が現れ自分は天狗
であるといって実を返した。以後榧の木
に実がなるようになった。享保（1716～
1736）の台風で木は折れ、今は根株だけ
が残っている。狂歌の宿屋飯盛こと石川
雅望、娘義太夫の初代竹本綾之介、大正
末期のもらい子殺しのお初、洋画家安井
曾太郎、横綱安藝ノ海などの墓がある。

①須賀神社（すがじんじゃ）
「祇園社（ぎおんのやしろ）」「当社牛頭（ごず）天王は天暦年中（949～
957）の鎮座なりとぞ。大倉前の総鎮守にして別当を大円寺と号す。」（江戸名
所図会）というが、俗に団子天王と呼ばれていた。大倉前というのは浅草御蔵
のこと。創建は｢當社牛頭天王縁起｣によれば推古天皇の御代(西暦600年) 江戸時
代には 祇園社､蔵前牛頭天王､団子天王､笹団子天王､などと呼ばれ､ 経済力の
ある氏子の札差ら（米商人）に支えられ 祭礼も盛大であったようです。明治
時代の神仏分離令により､天台宗東叡山寛永寺真鏡山宝現院大円寺より分離され
須賀神社と改名され､古社ですが､ 関東大震災､第二次世界大戦の焼失のため
昭和36年造営の鉄筋コンクリート社殿です。

⑦鳥越橋跡
不忍池から忍川を流れた水が、三味線堀を経由し
て、現在の蔵前橋通りの鳥越川から隅田川へと通じて
いた。
三味線堀は、蔵前通りを西に行き、現在の清洲橋通
りに面して、小島1丁目の西端に南北に広がってい
た。寛永7年（1630）に鳥越川を堀り広げて作られ、
その形状から三味線堀と呼ばれた。一説に、浅草猿屋
町（現在の浅草3丁目あたりの）小島屋という人物
が、この土砂で沼地を埋め立て、それが小島町となっ
たという。
堀には船着場があり、下肥・木材･野菜・砂利など
を輸送する船が隅田川方面から往来していた。
なお天明3年（1783）には堀の西側に隣接していた
秋田藩佐竹家の上屋敷に三階建ての高殿が建築され
た。太田南畝が、これにちなんだ狂歌を残している。
三階に三味線堀を三下り二上り見ればあきたらぬ景
江戸・明治時代を通して、三味線堀は物資の集散所
として機能していた。しかし明治末期から大正時 代
にかけて、市街地の整備や陸上交通の発達にともない
次第に埋め立てられていき、その姿を消したのであ
る。 台東区教育委員会

浅草麦とろ


